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いが（才才カナダモの産地は極めて多い）、他の地域は、 

単に調査（採集）の空白地帯なのである。このような情 

況であるから、例えばコカナダモがいつごろからどの地 

域に侵入を開始したのかを標本でたどろうとしても、今 

ではほとんど不可能になっている。

ここであげたコカナダモの事例は、標本の資料的利用 

としてはむしろ副次的なものかもしれない。むしろ、日 

本に自生する水草の自然史を正しく理解するためにこそ、 

標本の十分な蓄積が必要なのである。どの地方にどのく 

うい自生していたのかさえも明らかにされぬまま、今、 

日本から姿を消そうとしている水草もあるのである。
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〇抄録 A qu atics  vo l. 7 , No. 4 , 1 9 8 5

以前に会報18号で紹介したことのあるFAPMS発行 

の‘Aquatics’という会誌の内容を、今回から水草研会 

報に逐次抄録の形で載せることとしました。ただし、掲 

載されているものの多くが、すでに簡潔な報告の形となっ 

ているので、うまく紹介できていないものもあると思い 

ます。それぞれの内容について、より詳しく知りたい方 

は訳者あてに御連絡下さればと考えています。

(訳と抄録：国井秀伸）

〇 Parrot-feather (David L. Sutton)

オオフサモ (MyriophyUum aquaticum (Veil.)

V erde.)のアメリカでの生育地、形態的特徴、成長と

分化、そして化学的•物理的•生物的防除法について書 

いてある。成長についての項では、この植物は水深2m 

までの場所にみられ、水温8 — 30°Cでチッ素濃度の高い 

場合にもっともよく成長するとし、他の植物よりも耐塩 

性があり、10-13ppt (千分の一）で成長が阻害される 

という0 結論として、オオフサモは害草というよりは有 

用植物（多くの水生生物のかくれ家、人間を含む草食生 

物の食料、水槽用植物、水中の栄養塩除去作用、風や波 

を柔げる作用）であるとしている。ただし、小さなため 

池や用水路において、水の流れを悪くしたりその他の水 

利用に対して害となることがあるので、このような場合 

に効果的な防除が必要であろうとしている。

° Pithophora (Carole A. Lembi, Steven W. O’ 

Neal, David F. Spencer)

緑 藻 類 シ オ グ サ 科 の ア オ ミ ソ ウ (Pithophora 

W ittrock)について、その野外での同定法（たる状 

のアキネートを持ち、特に分枝形態に特徴がある）、 

分布と生活環、成 長 （水温25- 30°Cで最大成長、 シオ 

ダサよりもN、 P 要求量が高く、 夏に200 -  300 g 乾 

重 / nf、冬に10- 5 0 g /n fの現存量あり）、そして薬 

剤への耐性（アオミドロやサヤミドロなど他の糸状藻 

よりも硫酸銅に対して強い）が書かれている。また、 

この糸状藻は浅い湖や池ではしばしばマット状に水面 

をおおってしまうが、他の糸状藻と違って水底付近に 

多くの（水面の3 倍以上）生物量がみられる。この性 

質により、この糸状藻は他の植物よりも薬品への耐性 

が強い0 例えばSimzine (別名A quazine)という光 

合成を阻害する薬に対する耐性の強さは、この薬品が 

光と反応して効力を発揮するので、植物が光の弱い水 

底に沈んでいたり、水面でのマットの厚さ3 醐ですで 

に外光の90彩をさえぎってしまうという特性によると 

している。この他のいろいろな薬品の効果を述べた後、 

制御としては水体中の栄養塩濃度を減らすのが最も見 

込みのある方法であると結んでいる。

° Benefits of Maintenance Control of Water- 

hyacinth (Joseph C. Joyce)

ホテイアオイを防除するための薬剤の使用に関して、 

年間を通して一体どの程度（回数と量）に薬を散布して 

コントロールするのが効果的で水体を汚染しないのかに 

ついて、実験を行った結果が書かれている。 6 つの密度 

区 （コンクリートの池）を設定し （ 0 、 5 、25、50、 

100劣および100劣の無処理）、はじめにそれぞれの池
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